
水質事故訓練を実施しました
富山一級水系水質汚濁対策連絡協議会は富山県水質汚濁事故対策連絡会議と合同によ

り１２月９日（火）、高岡市の福岡防災ステーション及び西明寺川排水樋管付近において、水
質事故対策訓練を実施しました。

訓練には、国土交通省、富山県、岐阜県、関係市町村の職員など約６０名が参加し、福岡
防災ステーションにおいて河川に油等が流出した際の連絡方法や水質事故の油処理方法
（油の種類や特性・オイルフェンス・マットの使用方法など）についての講習が行われたあと、
場所を西明寺川排水樋管付近に移動し、オイルマットを設置しての訓練が行われました。
水質事故は特に灯油等を取り扱う冬期間に多く発生していることから、この時期に訓練を

行うことは非常に効果的です。
実際の水質事故発生時において迅速・的確な対応ができるよう備えました。

油類が河川に流出した場合、水質汚染等が広範囲に及び、水道水が取水できなくなるなど、
生活や環境に多大な影響を与える恐れがあります。水質事故が発生した場合は被害を最小
限に抑えるために、現場での適切な対応が必要となりますので、今回の実践的な訓練を行う
ことは大変重要であります。

皆様におかれましては、油が河川等に流出しますと、下流ではこのような対応が必要であ
ることにご理解をいただき、灯油等の取り扱いの際には十分ご注意いただきますようお願い
致します。

協議会会長あいさつ 油処理方法の講習 オイルフマットの設置訓練

【富山一級水系水質汚濁対策連絡協議会】

富山県を流れる黒部川、常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川の各水系について、河川の水質汚濁対策や水質事故に関する各
機関相互の連絡調整を図ることを目的として、昭和６２年に発足し、国土交通省（北陸地方整備局、海上保安庁）、経済産業省（中部経済
産業局、中部近畿産業保安監督部）、富山県、岐阜県と流域内の９市３町１村で構成されています。


